
 

令和 5年 9月号 

 

今年のお盆休みはノロノロ台風の影響で予定を変更したりキャンセルするケースが多かったようで

すが、皆様リフレッシュされたでしょうか？それでは今月も張り切ってお伝えします。 

 

《36協定届改正について》 令和 6年 4月 1日 

「時間外労働・休日労働に関する協定届」（以下「36協定届」という）では、原則 1か月 45時間、

1年 360時間を上限として協定届を届け出ることによって時間外労働を行わせることができます。

平成 31年 4月 1日の「働き方改革関連法」の施行によって「罰則付きの時間外労働の上限規則」

が導入されましたが、その上限数では対応できない、１、工作物建設の事業 2、自動車の運転の業

務 ３、新技術等研究開発業務 4、医業に従事する医師 5、鹿児島県および沖縄県における砂糖

を製造する事業の 5事業には 5年間の猶予期間が設けられ適用除外とされていました。しかし令

和 6年 3月 31日をもって猶予期間が終了することになります。（上記３の新技術等研究開発業務

を除く）以下の表では、比較の意味で変更のない一般の事業と、変更後の建設事業、自動車運転事

業を掲載します。＊（ ）内は変形労働時間制採用の場合の時間数 

事業・業種 一般則 建設事業（一

般） 

建設事業（災害時復旧

事業） 

自動車運転 

限
度
時
間 

 

1日 上限なし 

1か月 45時間（42時間） 

1年 360時間（320時間） 

 
 
 

特 

別 

条 

項 

1か月（休日

労働を含） 

100時間未満 100時間未満 上限なし 上限なし 

1年 720時間 720時間 720時間 960時間 

月 45時間

超の回数 

年 6回まで 年 6回まで 年 6回まで 上限なし 

健康福祉確

保措置 

義  務 

 

罰 

則 

付 

き 

上 

限 

月 100時

間未満（休

日労働含） 

適用あり 適用なし 適用なし 適用なし 

月平均 80

時間以下 

（休日労働

含） 

適用あり 適用なし 適用なし 適用なし 

☆ 原労務管理事務所ミニミニ通信 ☆ 



適用猶予終了後、限度時間を超えて時間外労働を行わせる場合は特別条項付きの 36協定届を

作成し届け出なければなりません。特別条項で定めなければならない項目は以下の通りです。 

① 1か月および 1年について限度時間を超えて延長することができる時間（1か月は休日労働

を含む） 

② 限度時間を超えることができる月数 

1年について月 45時間を超えて延長することができる月数（回数）を 6回以内で定めること

自動車運転業務と医師は 6回を超えて定めることができる 

月 45時間は時間外労働のみで休日労働は含まれない 

③ 限度時間を超えて労働させることができる場合 

できる限り具体的な理由を定めなくてはならない 

④ 限度時間を超えて労働させる労働者に対する健康及び福祉を確保するための措置 

⑤ 限度時間を超えた労働に係る割増賃金の率 

⑥ 限度時間を超えて労働させる場合における手続き 

 

有効期間が令和 6年 4月 1日をまたぐ 36協定届の効力ですが、有効期間満了まで有効です。

ただし、時間外労働と休日労働の合計で月 100時間未満および 2～6か月平均 80時間以内の

上限数に関しては 36協定の有効期限に関わらず令和 6年 4月 1日から適用されるのでご注意

ください。 

 

《保険料通知》 

 定時決定および 8月随時改定により決定した保険料通知を同封いたしました。ご不明な点があり

ましたらお問い合わせください。 

 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★  

            今月も最後までお読みいただきありがとうございました  

     ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★    

 

 

 

《お問合せ先》 

原 労 務 管 理 事 務 所  

社会保険労務士   原 智子 

東京都江戸川区西篠崎２－７－３２ 

TEL：03-3679-6713 

E-mail satori-h@zpost.plala.or.jp 

mailto:satori-h@zpost.plala.or.jp

